
徳
島
県
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

（
徳
島
県
税
条
例
の
一
部
改
正
）

第
一
条

徳
島
県
税
条
例
（
昭
和
二
十
五
年
徳
島
県
条
例
第
三
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
条
の
二
十
四
第
一
項
中
「
の
日
か
ら
六
十
日
以
内
に
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
」
を
「
後
、
速
や
か
に
、
規
則
で
定
め
る
」
に
改
め
、
同
項
た
だ
し
書
及
び
各

号
を
削
り
、
同
条
第
二
項
第
二
号
イ
中
「
第
三
十
七
条
の
十
八
」
を
「
第
三
十
七
条
の
十
八
第
一
項
及
び
第
三
項
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
及
び
第
四
項
を
削
る
。

第
二
十
条
の
二
十
七
第
一
項
中
「
第
七
十
三
条
の
三
」
を
「
第
七
十
三
条
の
三
第
一
項
」
に
改
め
、
同
項
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。

た
だ
し
、
当
該
不
動
産
の
取
得
に
つ
い
て
、
当
該
期
間
内
に
不
動
産
登
記
法
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
表
示
に
関
す
る
登
記
又
は
所
有
権
の

登
記
の
申
請
を
し
た
場
合
（
同
法
第
二
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
当
該
申
請
が
却
下
さ
れ
た
場
合
を
除
く
。）
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

第
二
十
条
の
二
十
七
第
二
項
中
「
の
規
定
に
よ
り
提
出
す
べ
き
申
告
書
に
、」
を
「
に
規
定
す
る
期
間
内
に
、
規
則
で
定
め
る
申
告
書
に
」
に
、「
添
付
し
な
け
れ
ば
」
を
「
添
付
し
て
、

知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
の
申
告
書
に
、」
を
「
に
規
定
す
る
期
間
内
に
、
規
則
で
定
め
る
申
告
書
に
」
に
、「
添
付
し
な
け
れ
ば
」
を
「
添
付
し
て
、
知

事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
報
告
」
を
「
申
告
又
は
報
告
」
に
改
め
る
。

第
二
十
条
の
二
十
九
中
「
第
七
十
三
条
の
十
八
第
三
項
の
規
定
に
よ
つ
て
」
を
「
第
七
十
三
条
の
十
八
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
」
に
、「
に
お
い
て
は
」
を
「
に
は
」
に
改
め
る
。

第
二
十
条
の
二
十
九
の
二
第
一
項
中
「
の
日
か
ら
六
十
日
以
内
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
（
同
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
第
五
号

に
掲
げ
る
事
項
を
除
く
。）
を
記
載
し
た
」
を
「
後
、
速
や
か
に
、
規
則
で
定
め
る
」
に
改
め
、
同
項
た
だ
し
書
及
び
各
号
を
削
り
、
同
条
第
二
項
第
二
号
イ
中
「
第
三
十
七
条
の
十
八
」

を
「
第
三
十
七
条
の
十
八
第
一
項
及
び
第
三
項
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
の
取
得
」
を
「（
法
第
七
十
三
条
の
二
十
四
第
三
項
に
規
定
す
る
耐
震
基
準
不
適
合
既
存
住
宅
を
い
う
。

以
下
同
じ
。）
の
取
得
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
を
削
る
。
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徳
島
県
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。
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第
二
十
条
の
三
十
第
一
項
中
「
第
二
十
条
の
二
十
七
の
規
定
に
よ
り
」
を
削
り
、「
の
取
得
の
事
実
を
申
告
す
る
際
、
併
せ
て
」
を
「
に
係
る
不
動
産
取
得
税
の
納
期
限
ま
で
に
」
に

改
め
、
同
項
第
五
号
中
「
耐
震
改
修
」
の
下
に
「（
法
第
七
十
三
条
の
二
十
七
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
耐
震
改
修
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）」
を
加
え
、
同
条
第
二
項
中
「
第
二
十
条
の

二
十
七
の
規
定
に
よ
り
」
を
削
り
、「
の
取
得
の
事
実
を
申
告
す
る
際
、
併
せ
て
」
を
「
に
係
る
不
動
産
取
得
税
の
納
期
限
ま
で
に
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
を
収
用
さ
れ
」
を
「
に

つ
い
て
収
用
さ
れ
」
に
、「
又
は
譲
渡
す
る
」
を
「
譲
渡
し
、
又
は
移
転
補
償
金
を
受
け
る
」
に
改
め
、「
第
二
十
条
の
二
十
七
の
規
定
に
よ
り
」
を
削
り
、「
の
取
得
の
事
実
を
申
告
す

る
際
、
併
せ
て
」
を
「
に
係
る
不
動
産
取
得
税
の
納
期
限
ま
で
に
」
に
改
め
、
同
項
第
七
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

七

収
用
さ
れ
、
譲
渡
し
、
又
は
移
転
補
償
金
を
受
け
る
年
月
日

第
二
十
条
の
三
十
第
四
項
及
び
第
六
項
か
ら
第
十
項
ま
で
の
規
定
中
「
第
二
十
条
の
二
十
七
の
規
定
に
よ
り
」
を
削
り
、「
の
取
得
の
事
実
を
申
告
す
る
際
、
併
せ
て
」
を
「
に
係
る

不
動
産
取
得
税
の
納
期
限
ま
で
に
」
に
改
め
る
。

（
過
疎
地
域
内
に
お
け
る
県
税
の
課
税
免
除
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
）

第
二
条

過
疎
地
域
内
に
お
け
る
県
税
の
課
税
免
除
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
四
十
五
年
徳
島
県
条
例
第
三
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
四
項
中
「
併
せ
て
」
を
削
る
。

第
三
条
第
一
項
中
「
限
る
」
の
下
に
「
。
以
下
同
じ
」
を
加
え
、
同
条
第
二
項
中
「
徳
島
県
税
条
例
（
昭
和
二
十
五
年
徳
島
県
条
例
第
三
十
一
号
）
第
二
十
条
の
二
十
七
第
一
項
の
規

定
に
よ
る
申
告
を
す
る
際
」
を
「
当
該
取
得
等
を
し
た
設
備
に
係
る
家
屋
及
び
そ
の
敷
地
で
あ
る
土
地
の
取
得
後
、
速
や
か
に
」
に
改
め
、「
併
せ
て
」
を
削
る
。

（
地
域
経
済
牽
引
事
業
の
促
進
に
よ
る
地
域
の
成
長
発
展
の
基
盤
強
化
を
図
る
た
め
の
県
税
の
課
税
免
除
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
）

第
三
条

地
域
経
済
牽
引
事
業
の
促
進
に
よ
る
地
域
の
成
長
発
展
の
基
盤
強
化
を
図
る
た
め
の
県
税
の
課
税
免
除
に
関
す
る
条
例
（
平
成
二
十
二
年
徳
島
県
条
例
第
三
十
五
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
中
「
除
く
」
及
び
「
取
得
に
限
る
」
の
下
に
「
。
以
下
同
じ
」
を
加
え
る
。

第
三
条
中
「
徳
島
県
税
条
例
（
昭
和
二
十
五
年
徳
島
県
条
例
第
三
十
一
号
）
第
二
十
条
の
二
十
七
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
告
を
す
る
際
」
を
「
当
該
適
用
対
象
施
設
の
用
に
供
す
る

家
屋
又
は
そ
の
敷
地
で
あ
る
土
地
の
取
得
後
、
速
や
か
に
」
に
改
め
、「
併
せ
て
」
を
削
る
。

（
地
方
活
力
向
上
地
域
内
に
お
け
る
県
税
の
課
税
免
除
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
）

第
四
条

地
方
活
力
向
上
地
域
内
に
お
け
る
県
税
の
課
税
免
除
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成
二
十
七
年
徳
島
県
条
例
第
四
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
の
見
出
し
中
「
等
」
を
削
り
、
同
条
第
四
項
中
「
併
せ
て
」
を
削
る
。

第
三
条
第
一
項
中
「
次
項
に
お
い
て
」
を
「
以
下
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
徳
島
県
税
条
例
第
二
十
条
の
二
十
七
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
告
を
す
る
際
」
を
「
当
該
特
別
償
却

設
備
で
あ
る
家
屋
及
び
そ
の
敷
地
で
あ
る
土
地
の
取
得
後
、
速
や
か
に
」
に
改
め
、「
併
せ
て
」
を
削
る
。

附

則
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（
施
行
期
日
）

1

こ
の
条
例
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
一
条
中
徳
島
県
税
条
例
第
二
十
条
の
二
十
四
第
二
項
第
二
号
イ
の
改
正
規
定
、
同
条
例
第
二
十
条
の
二
十
七
第
一

項
の
改
正
規
定
（
た
だ
し
書
を
加
え
る
部
分
を
除
く
。）、
同
条
例
第
二
十
条
の
二
十
九
の
二
第
二
項
第
二
号
イ
の
改
正
規
定
及
び
同
条
例
第
二
十
条
の
三
十
第
三
項
の
改
正
規
定
（「
第

二
十
条
の
二
十
七
の
規
定
に
よ
り
」
を
削
り
、「
の
取
得
の
事
実
を
申
告
す
る
際
、
併
せ
て
」
を
「
に
係
る
不
動
産
取
得
税
の
納
期
限
ま
で
に
」
に
改
め
る
部
分
を
除
く
。）、
第
二
条
中

過
疎
地
域
内
に
お
け
る
県
税
の
課
税
免
除
に
関
す
る
条
例
第
二
条
第
四
項
の
改
正
規
定
並
び
に
第
四
条
中
地
方
活
力
向
上
地
域
内
に
お
け
る
県
税
の
課
税
免
除
等
に
関
す
る
条
例
第
二
条

の
改
正
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
不
動
産
取
得
税
に
関
す
る
経
過
措
置
）

2

第
一
条
（
前
項
た
だ
し
書
に
掲
げ
る
改
正
規
定
を
除
く
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。）
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
徳
島
県
税
条
例
第
二
十
条
の
二
十
四
、
第
二
十
条
の
二
十
七
、
第
二
十

条
の
二
十
九
の
二
及
び
第
二
十
条
の
三
十
の
規
定
は
、
こ
の
条
例
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。）
以
後
の
不
動
産
の
取
得
に
対
し
て
課
す
べ
き
不
動
産
取
得
税
に
つ
い
て

適
用
し
、
施
行
日
前
の
不
動
産
の
取
得
に
対
し
て
課
す
る
不
動
産
取
得
税
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

3

第
一
条
の
規
定
の
施
行
前
に
し
た
行
為
及
び
前
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
不
動
産
取
得
税
に
係
る
同
条
の
規
定
の
施
行
後
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則

の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
過
疎
地
域
内
に
お
け
る
県
税
の
課
税
免
除
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

4

第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
過
疎
地
域
内
に
お
け
る
県
税
の
課
税
免
除
に
関
す
る
条
例
第
三
条
の
規
定
は
、
施
行
日
以
後
の
家
屋
及
び
そ
の
敷
地
で
あ
る
土
地
の
取
得
に
対
し
て

課
す
べ
き
不
動
産
取
得
税
に
つ
い
て
適
用
し
、
施
行
日
前
の
家
屋
及
び
そ
の
敷
地
で
あ
る
土
地
の
取
得
に
対
し
て
課
す
る
不
動
産
取
得
税
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
地
域
経
済
牽
引
事
業
の
促
進
に
よ
る
地
域
の
成
長
発
展
の
基
盤
強
化
を
図
る
た
め
の
県
税
の
課
税
免
除
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

5

第
三
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
地
域
経
済
牽
引
事
業
の
促
進
に
よ
る
地
域
の
成
長
発
展
の
基
盤
強
化
を
図
る
た
め
の
県
税
の
課
税
免
除
に
関
す
る
条
例
第
二
条
及
び
第
三
条
の
規
定

は
、
施
行
日
以
後
の
適
用
対
象
施
設
の
用
に
供
す
る
家
屋
又
は
そ
の
敷
地
で
あ
る
土
地
の
取
得
に
対
し
て
課
す
べ
き
不
動
産
取
得
税
に
つ
い
て
適
用
し
、
施
行
日
前
の
適
用
対
象
施
設
の

用
に
供
す
る
家
屋
又
は
そ
の
敷
地
で
あ
る
土
地
の
取
得
に
対
し
て
課
す
る
不
動
産
取
得
税
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
地
方
活
力
向
上
地
域
内
に
お
け
る
県
税
の
課
税
免
除
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

6

第
四
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
地
方
活
力
向
上
地
域
内
に
お
け
る
県
税
の
課
税
免
除
等
に
関
す
る
条
例
第
三
条
の
規
定
は
、
施
行
日
以
後
の
特
別
償
却
設
備
で
あ
る
家
屋
及
び
そ
の

敷
地
で
あ
る
土
地
の
取
得
に
対
し
て
課
す
べ
き
不
動
産
取
得
税
に
つ
い
て
適
用
し
、
施
行
日
前
の
特
別
償
却
設
備
で
あ
る
家
屋
及
び
そ
の
敷
地
で
あ
る
土
地
の
取
得
に
対
し
て
課
す
る
不

動
産
取
得
税
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。
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